
第２回「北部地域総合公共交通検討会」の開催概要

■ 事務局案に関して
・ＫＴＲは純粋な民間鉄道事業者のように黒字を見込めないということを前提に、
公共的、福祉的な視点で各自治体がどの程度のコストであれば負担できるのかを
考える必要がある。

・５年先には現在よりさらに赤字が増えるという見込が示されていることから、Ｋ
ＴＲを会社として考えれば思い切った経営改善策を検討せざるを得ないのではな
いか。
・バス代替を前提とするダイヤ改正を検討する場合には、費用削減効果に代替バス
運行にかかる費用も合わせて考える必要があるのではないか。

・ＫＴＲが赤字補てん前提の経営をしている上で、さらなる人件費削減を進めるこ
とは社員のモチベーションを保てるか心配。

・定期券の割引率の縮小や運賃値上げは必ずしも増収に直結しない。
・鉄道事業には設備投資が不可欠。その将来見込も含めて経営改善策を検討する必
要がある。

■ 他案の提案等について
・赤字削減のための経費削減のシミュレーションだけではなく、利便性を向上させ
増収することを見込んだ積極的なシミュレーションも検討が必要ではないか。

・増収に直結する定期外収入、特に域外からの利用者拡大に向けての取組が必要。
・ＫＴＲを公共財としてむしろ運賃を引き下げて利用拡大を図るなどの取組を進め
ることも検討するべき。

■ その他
・そもそもＫＴＲが黒字を目指すのか、赤字ゼロを目指すのか、いくらかの赤字は
許容するのか、そういう議論も必要ではないか。
・増収に向け自治体が利用促進策に取り組むためのインセンティブになる仕組みが
必要。

■ 次回の検討会に向けて
・設備投資のことも含めて収支シミュレーションをまとめること。
・利用拡大、増収に向けた積極策のシミュレーションも検討できるよう整理するこ
と。そのためにかかるコストについても同様に示すこと。

・利用促進策に取り組む自治体に対して何らかのインセンティブを生み出す方法が
ないか、などについて整理すること。

■ 欠席委員の意見
・京阪神エリア等、域外からの観光客を誘客する利用促進策を検討。

、 。・宮福線は電化されており 特急車両のＪＲとの相互乗入の増便を図るべき
・車両を導入する場合は車両に魅力を持たせることも必要。
・沿線に四季を彩る植栽をし「車窓」を魅力的にする。
・観光案内や・農産、魚介類の販売を車内で行う。
・バス事業と連携し利用者の「駅まで 「駅から」の利便性を向上させる。」、
・ＫＴＲ社員についてはＪＲからの第２就職に依らず、社員の若返りを図っても
らいたい。
・沿線住民に「このままではＫＴＲが無くなる」という危機感を持ってもらう必要
がある。そのためにはＫＴＲには沿線住民との意見交換を行ってもらいたい。
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